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梗概　前年度に引続いて，有島武郎のヨーロッパ紀行に
おける足跡を研究し，その成果を「明治大学教養論集」
223号に「有島武郎のヨーロッパ紀行⇔として発表した。
その概要は次の通りである。
　今回は前回の後を受けて，スイスのローザンヌ，ベル
ン，ルツェルン，チューリッヒ，シャフハウゼンよりド
イツに入り，　ミュンヘン，ニュルンベルク，　ドレスデ
ン，ベルリン，ライプチヒを経てワイマールに至る有島
の足跡を追求した。’
　スイスのすぐれた風光は有島を魅了し，その浪漫的な
詩嚢を肥やすのに役立ち，またベルンの美術館で見たベ
ックリンはその後のベックリン芸術に対する傾倒を深め
させてゆくという収穫があったが，何と言ってもスイス
歴遊における最も重要な体験は，山間の町シャフハウービ
ンにおけるホテルの娘マティルダ・ヘック（愛称ティル
ダ）との出会いである。人生に奇蹟ともいうべき出会い
があるとすれば，これは正にその一と言ってもよい。二
人の交友期間はわずか一週間に過ぎなかったが，相惹か
れた心情を示すその後の二人の書簡は臓大な数に及んで
いるのである（今日知られている有島のティルダあて書
簡は80通に及ぶ）。その文通期間も，それより13年後の
有島の死の前年に至っているのである。それらの書簡の
中で有島は，家庭問題や結婚問題，更には仕事上の悩み，
国家観，社会観，財産放棄に対する考えまで一切包み隠
すことなく打明けているのである。ここには有島の精神
史がすぺて封じこめられている感がある。従ってこのテ
ィルダあての手紙を検討することは，有島研究にとって
最重要課題の一つと言ってよい。勿論若い男女間の心情
の交流であるから，そこには微妙に愛情問題がからまっ
ている。スイス滞在中，愛を告白することがでぎなかっ
た有島は，帰国後告白するに至るが，その間の有島の悩
みは教会離脱の問題と相まって大きな意義を有するもの
である。
　次いでこの間，深い印象を与えられた都市はワイマ・一
ルであった。その滞在は6日に及ぶが，ひとえにゲー
テ，シラーの牽引力のたまものにほかならない。有島兄
弟の両詩聖に対する傾倒は人後に落ちるものでなく，ワ
イマールではゲーテ，シラーのゆかりの地をくまなく歴
訪し，ますます敬慕の念を深めているのである。そのプ
ロセスはこのヨーロッパ紀行のハイライトの一つと言っ
てよい程である。本稿ではそのような点に重点を置い
て，有島の精神形成の一助を追求した。
